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新たな議会構成

【◎ 委員長　○ 副委員長】

寺町祥江　　山崎　通　　郷　明夫
石神　真　　◎上野欣也　　○加藤義信　　藤根圓六

● 総務産業建設委員会 ●

村瀬誠三　　福井一德　　操　知子
武藤孝成　　◎古川雅一　　○加藤裕章　　吉田茂広

● 厚生文教委員会 ●

岐 北 衛 生 施 設
利 用 組 合 議 員 山崎　通 石神　真 吉田茂広 古川雅一 加藤裕章

古川雅一　　村瀬誠三
上野欣也　　◎武藤孝成 　　○郷　明夫

● 議会運営委員会 ●

議長　石神 　真

副議長　𠮷田 茂広 監査委員　藤根 圓六

第１回臨時会において、新しく議長・副議長・監査委員が決まり、常任委員会の委員構成が決定。
第２回定例会では特別委員会の設置がきまり、新たな体制で議会がスタートします。

加藤義信　　村瀬誠三　　古川雅一
武藤孝成　　◎寺町祥江　　○藤根圓六　　上野欣也

● バスターミナル整備特別委員会 ●

【設置目的】
バスターミナル整備に関する調査・研究を行う。

山崎　通　　福井一德　　郷　明夫
○操　知子　　◎加藤裕章　　吉田茂広

● 観光整備特別委員会 ●

【設置目的】
大河ドラマ放送に伴う観光整備に関する調査・研究を
行う。
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各議員の賛否等

議案番号
議
決
結
果

寺
町
祥
江

加
藤
裕
章

古
川
雅
一

加
藤
義
信

郷
　
明
夫

操
　
知
子

村
瀬
誠
三

福
井
一
德

山
崎
　
通

吉
田
茂
広

上
野
欣
也

石
神
　
真

武
藤
孝
成

藤
根
圓
六

請願第１号 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ― ● ●

※○は賛成、●は反対。なお、議長は採決には加わらない。

　平成30年第1回臨時会を5月10日に開催し、専決処分
案件3件、人事案件10件、予算案件1件の議決を行いま
した。 
　また、平成30年第2回定例会を、6月7日から21日ま
での15日間の会期で開催しました。 
　6月7日は、報告案件3件、条例案件6件、予算案件5
件、その他案件2件、請願1件の提案説明が行われました。
13日は、質疑後に所管の委員会に付託、14日に総務産

業建設委員会、15日に厚生文教委員会を開催し、付託案
件について慎重に審議しました。 
　18日は、7人の議員が市政について一般質問を行いま
した。 
　21日は、付託案件に対する委員長報告・質疑・討論を
行い全議案採決後、人事案件1件、委員会提案の決議1件
を議決し、閉会しました。

第1 回 臨時会 第2 回 定例会

種　別 議案番号 議　　案　　名 結　果 採決状況

専決処分案件
承第1号 山県市税条例の一部を改正する条例の専決処分について 承認 全会一致
承第2号 山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分について 承認 全会一致
承第3号 山県市手数料条例の一部を改正する条例の専決処分について 承認 全会一致

人事案件

議第41号 山県市公平委員会委員の選任同意について 同意 全会一致
議第42号～45号 山県市固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 同意 全会一致

議第46号 山県市教育委員会委員の任命同意について 同意 全会一致
議第47号～49号 山県市高富財産区管理委員の選任同意について 同意 全会一致

議第51号 山県市監査委員の選任同意について 同意 全会一致
予算案件 議第50号 平成30年度山県市一般会計補正予算（第1号） 可決 全会一致

種　別 議案番号 議　　案　　名 結　果 採決状況

報告案件

報第3号 平成29年度山県市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について － －

報第4号 平成29年度山県市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の
報告について － －

報第5号 山県市土地開発公社経営状況について － －

条例案件

議第52号 山県市税条例等の一部を改正する条例について 可決 全会一致

議第53号 山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について 可決 全会一致

議第54号 山県市障害者地域生活支援事業の実施に関する条例の一部を改正する
条例について 可決 全会一致

議第55号 山県市ピッコロ療育センター設置条例の一部を改正する条例について 可決 全会一致
議第56号 山県市工場立地法に基づく準則を定める条例について 可決 全会一致
議第57号 山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例について 可決 全会一致

予算案件

議第58号 平成30年度山県市一般会計補正予算（第2号） 可決 全会一致
議第59号 平成30年度山県市介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決 全会一致
議第60号 平成30年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 全会一致
議第61号 平成30年度山県市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 可決 全会一致
議第62号 平成30年度山県市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決 全会一致

その他
議第63号 不動産の譲与について 可決 全会一致
議第64号 市道路線の認定について 可決 全会一致

人事案件 議第65号 山県市教育長の任命同意について 同意 全会一致
請　願 請願第1号 所得税法第56条の廃止を求める請願 不採択 賛成少数

委員会案件 発議第2号 特別委員会の設置に関する決議について 可決 全会一致

第1回臨時会の議決結果

第2回定例会の議決結果
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種類
課税標準 現在の

たばこ税額
2022年10月
のたばこ税額

1本当たり 1箱当たり 1箱当たり

紙巻きたばこ 12.244円 244.88円 304.88円

加
熱
式
た
ば
こ

たばこの葉① 15.7g 192.23円 約270円

たばこの葉② 9.8g 119.99円 約240円

液　　　　体 2.8g 34.28 円 約210円

住居・
商業系地域 準工業地域 用途地域以外

（都市計画区域外含む）

緑地面積率 20％以上 10％以上 5％以上

環境施設
面積率

（緑地面積を含む）
25％以上 15％以上 10％以上

常任委員会報告
委員会に付託された議案について審議しました

Q
山
県
市
工
場
立
地
法
に
基

づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
に

つ
い
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
や
悪

影
響
は
な
い
の
か
。

A
工
場
立
地
法
に
係
る
緑
地

規
制
を
緩
和
し
、
企
業
立
地

な
ど
の
促
進
を
図
る
た
め
条

例
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、

市
と
し
て
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
。

Q
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
議
会
費
の
減
額
理

由
は
。

A
職
員
に
対
す
る
扶
養
手
当

の
変
更
に
よ
る
減
額
で
あ
る
。

Q
こ
ど
も
げ
ん
き
は
う
す
管

理
の
減
額
理
由
と
職
員
数
の

変
化
は
。

A
職
員
数
は
変
更
な
い
が
、

正
職
員
を
再
任
用
職
員
に
変

更
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

Q
改
正
の
理
由
は
。

A
市
空
家
等
対
策
協
議
会
の

会
長
選
出
方
法
を
変
更
す
る

た
め
改
正
す
る
。

Q
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
。

A
空
家
対
策
特
別
措
置
法
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
自
治
会
連

合
会
長
、
市
議
会
議
員
、
弁

護
士
、
県
職
員
な
ど
に
委
嘱

し
て
い
る
。

Q
空
家
等
利
活
用
推
進
協
議

会
と
の
違
い
は
。

A
対
策
協
議
会
は
、
空
家
対

策
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

法
定
協
議
会
で
あ
り
、
空
家

対
策
に
関
わ
る
市
の
方
針
を

協
議
す
る
た
め
に
設
置
し
た
。

そ
の
中
に
平
成
28
年
度
の
事

業
に
よ
り
利
活
用
推
進
協
議

会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

主
な
質
疑

総
務
産
業
建
設
委
員
会

【議第56号】山県市工場立地法に基づく
準則を定める条例

条例案件

【議第58号】平成30年度山県市一般会計
補正予算（第2号）

予算案件

【議第57号】山県市空家等対策協議会設置条例の
一部改正

条例案件

　
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
第
56
号

か
ら
議
第
58
号
、
議
第
63
号
及
び
議
第
64

号
の
議
案
は
全
会
一
致
で
、
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

Q
固
定
資
産
税
の
特
例
に
よ

る
税
収
不
足
へ
の
対
応
は
。

A
特
例
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
軽
減
に
よ
り
減
収
し
た
分

は
、
地
方
交
付
税
の
基
準
財

政
収
入
額
の
減
少
と
し
補
填

さ
れ
る
。

Q
た
ば
こ
税
改
正
に
伴
う
、

市
税
条
例
の
改
正
概
要
は
。

A「
紙
巻
き
た
ば
こ
」と「
加
熱

式
た
ば
こ
」
の
た
ば
こ
税
の

格
差
を
5
年
か
け
て
段
階
的

に
調
整
す
る
た
め
の
税
制
改

正
で
あ
る
。

主
な
質
疑

厚
生
文
教
委
員
会

【議第52号】山県市税条例等の一部改正条例案件

【議第53号】山県市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正

条例案件
【議第54号】山県市障害者地域生活支援事業の

実施に関する条例の一部改正

条例案件

Q
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
に
従
事
し
て
い
る
指
導
員

の
現
状
、
見
通
し
は
。

A
現
状
で
は
伊
自
良
北
小
学

校
の
指
導
員
が
不
足
し
て
お

り
、
こ
の
状
況
が
続
く
見
通

し
で
あ
る
。
地
元
の
人
な
ど

を
募
集
し
、
対
応
し
て
い
く
。

Q
指
導
員
に
従
事
す
る
者
の

対
象
範
囲
は
。

A
5
年
以
上
の
実
務
経
験
が

あ
り
、
他
市
町
村
で
従
事
し

て
い
て
も
対
象
範
囲
と
な
る
。

Q
法
令
改
正
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
内
容
は
。

A
共
同
生
活
介
護
を
す
る「
ケ

ア
ホ
ー
ム
」と
、
共
同
生
活
援

助
を
す
る「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
」が「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」に

一
元
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

改
正
で
あ
る
。

Q
入
所
対
象
者
に
お
け
る
公

的
措
置
へ
の
影
響
は
。

A
措
置
は
随
時
行
っ
て
お
り
、

特
に
問
題
は
な
い
。

加熱式たばこは1gを紙巻きたばこ1本分に換算し課税されています。
※小売価格や消費税などが据え置かれた場合

※重複緑地参入率については、緑地面積率の50％以下
※緑地を含む環境施設は、敷地周辺部に15％以上
　（工業・工業専用地域、用途地域以外は10％以上）配置。

工場敷地面積に対する緑地面積率・環境施設面積率

平成30年7月1日以降の準則（市の準則）
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「ラブレイク」伊自良湖
　伊自良湖畔の観光拠点として、散策デッキ「ラバーズロード」や「ラブレイク」が
今年3月17日にリニューアルオープン。この改修は平成29年度、国や県の補助金
約1億3000万円を投じて進められ、その後の集客状況などについて説明をうけた。
4月の来場者数は3倍、5月の来場者数は1.5倍となり売り上げも増加。女性グルー
プや、土日には若いカップル、また平日に訪れる人も増え、オープン記念として
北欧をイメージして作られたスモーブローランチ（北欧風オープンサンド）も人気
だという。
　今後、様々なイベントも予定されている。

県営かんがい排水事業
（東沖地区）

　県の事業主体により、農業用用排水路施
設整備を総事業費2億9700万円にて平成
27年度から4年計画で行っており、平成30
年度完成予定である。
　今までは、土水路であったため維持管理
が難しかったが、用水路と排水路を一体的
に46.3ha工事を行い水の流れを改善して
いる。これにより、管理が容易になり、生
産性の向上が見込まれる。

鳥獣被害防止用の複合柵（大桑）
　平成28年度、野生獣被害集落緊急支援事業により、大桑栗団
地組合が管理する栗畑6277㎡に、侵入防止柵の整備に係る資材
費の助成を受け、周囲柵延長距離350mに複合柵が設置された。
　複合柵は、上段4段の電気柵と下段ワイヤーメッシュ柵となっ
ている。耐用年数は、約14年から15年。それにより、日本鹿に
よる被害はなくなり、サルの被害減少にも効果があるとのこと
である。

所管事務調査報告
総務産業建設委員会 （6月14日）（文責　加藤　義信）

　
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
第
52
号
か

ら
議
第
55
号
及
び
議
第
58
号
か
ら
議
第
62
号

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
、
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
1
号
は
採
択
の
結
果
、
賛
成
少
数

と
な
り
、「
不
採
択
」と
決
定
し
ま
し
た
。

【議第58号】平成30年度山県市
一般会計補正予算（第2号）

予算案件
【議第59号】平成30年度山県市介護保険特

別会計補正予算（第1号）

予算案件

Q「
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料
」が
、
全
額
国
庫

補
助
金
に
よ
り
賄
わ
れ
な
い

理
由
は
。

A
シ
ス
テ
ム
改
修
は
国
の
制

度
改
正
に
基
づ
き
行
う
が
、

国
庫
補
助
金
に
つ
い
て
は
全

国
の
担
当
者
会
議
で
国
の
補

助
金
は
2
分
の
1
と
説
明
が

あ
り
、
今
回
2
分
の
1
の
歳

入
を
計
上
し
て
い
る
。

Q「
認
知
症
総
合
支
援
事
業

費
」の
臨
時
保
健
師
賃
金
に
関

連
し
て
、
臨
時
保
健
師
が
保

険
業
務
で
取
り
扱
う
個
人
情

報
に
対
す
る
配
慮
は
。

A
正
職
員
と
同
じ
よ
う
に
個

人
情
報
を
携
帯
で
持
ち
出
す

場
合
の
許
可
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
う
上
で
の
許
可
を
総
務
課

で
と
る
な
ど
、
正
職
員
と
同

じ
条
件
で
あ
る
。
研
修
も
受

け
、
個
人
情
報
を
守
る
よ
う

厳
し
く
指
導
し
て
い
る
。
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テニスコート人工芝張替え
（伊自良総合運動公園）

　テニスコートの人工芝が経年劣化により
状態が悪化したため、人工芝の全面張替え
を実施した。安全に活用され、利用者が増
えることを願う。

オレンジヒルズやまがた
　特別養護老人ホーム50室、ショートステイ
30室、デイ・サービスセンター20人分を新設し、
特別養護老人ホームの入所から進めている。
　個室は1部屋ごとに色使いなどが異なり、入
所者の好みに合った生活ができるよう工夫がさ
れている。
　現在、待機者が60人以上おり、独居者が多
いことが課題である。また、介護職員の確保に
も協力いただきたいとの要望があった。

人型ロボットペッパー（梅原小学校）
　プログラミングの体験を通し、物事を論理的に考え、正しく
伝える能力を身につける目的で、人型ロボット「ペッパー」を2台
リースし、市内小中学校を巡回し使用していく予定。
　主に学校図書や学校活動の紹介などに活用している。子ども
たちは、元気よくペッパーと挨拶を交わし、どのように活用し
ていくのかを考えながら使っていると説明があった。
　委員からは、触っ
て故障することはな
いのか、操作は簡単
であるかなど質問が
あったが、子どもた
ちは積極的に活用し
ており、今後のプロ
グラミング教育の推
進に期待する。

厚生文教委員会 （6月15日）（文責　加藤　裕章）

山県消防署の庁舎改修
　本年4月より、山県消防が広域化となり、本市の
救急車の出動回数は4月は92件中4件は岐阜市から
本市へ、10件は本市から岐阜市へ出動。5月は87件
中3件は本市へ、10件が岐阜市へ出動した。また、
本市内で2件の枯れ草火災が発生した。
　広域化に伴い、勤務体制なども変更になり、山県
消防署の庁舎改修として、仮眠室の改修、女性専用
室の設置、食堂の改修、通信指令室の撤去など、各
部屋を視察した。

四国山香りの森公園
　四国山香りの森公園イメージチェンジ整備事業におい
て、地方創生推進交付金・田舎暮らし推奨加速化事業と
して、岐阜女子大学に改修等助言業務委託をし、厨房、
バックヤードの目隠し、動線、インテリア、トイレ改修
などの提言により施工された。
　指定管理者として自主事業の企画については、昆虫採
集イベント、アロマ介護予防トレーニング、香りの森公
園&香り会館ブランドの創設、キッズスペース設置及び
ソファー席の設置、地元野菜の朝市とハーブのマルシェ
など、その他にも様々な企画をされている。
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古川 雅一 議員

郷　明夫 議員

Q
農
作
物
被
害
を
減
少
さ
せ

る
に
は
、
行
政
、
市
民
と
協

力
し
駆
除
数
を
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
市
猟

友
会
と
協
力
し
会
員
数
を
増

や
し
て
い
く
の
か
。

A
市
民
に
、
狩
猟
・
有
害

鳥
獣
駆
除
・
※
ジ
ビ
エ
な
ど

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
昨
年
度
、
福
祉
課
や
ま

ち
づ
く
り
・
企
業
支
援
課
の

イ
ベ
ン
ト
に
て
ジ
ビ
エ
料
理

を
提
供
し
、
鳥
獣
被
害
を
身

近
に
感
じ
る
よ
う
な
話
を
す

る
な
ど
、
P
R
事
業
を
開
催

し
た
。

　
猟
友
会
の
活
動
に
、
多
く

の
人
が
興
味
を
持
つ
よ
う
、

ジ
ビ
エ
の
取
り
組
み
支
援
を

通
じ
、P
R
し
て
い
き
た
い
。

Q
ジ
ビ
エ
の
支
援
策
は
。

A
ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
、
国
や
県
の

補
助
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

も
含
め
、
検
討
す
る
。

Q
市
管
理
公
共
施
設
に
て

底
地
を
借
地
し
借
地
料
を

支
払
う
案
件
は
多
く
、
総

額
も
年
間
2
0
0
0
万
円
弱

と
高
い
。

・
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
美
山

	

年
2
0
5
万
円

・
四
国
山
公
園
の
山
林

	

年
1
4
6
万
円

・
市
総
合
運
動
場

	

年
6
1
3
万
円

・
職
員
駐
車
場

	

年
85
万
円
な
ど
。

借
地
期
間
も
長
く
な
り
が
ち

で
あ
り
、
相
続
ト
ラ
ブ
ル
回

避
な
ど
か
ら
底
地
の
買
収
や

土
地
評
価
で
借
地
料
低
減
及

び
借
地
一
部
返
還
な
ど
図
る

べ
き
で
は
。

A
施
設
の
建
設
を
す
る
場
合

は
、
用
地
取
得
を
前
提
と

し
て
い
る
が
、
土
地
の
譲
渡

に
関
す
る
地
権
者
の
同
意
が

得
ら
れ
な
い
場
合
や
、
利
用

者
の
増
加
に
伴
う
駐
車
場
用

地
の
よ
う
に
当
該
用
地
の
恒

久
的
な
利
用
が
不
明
確
な
場

合
、
ま
た
、
地
権
者
の
協
力

が
得
ら
れ
た
場
合
で
も
取
得

よ
り
も
、
賃
借
の
方
が
有
利

な
場
合
な
ど
、
様
々
な
要
望

や
各
種
条
件
な
ど
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

都
度
、
最
善
の
方
針
を
選
択

し
て
い
る
。

Q
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
借
地
案
件
は
更
な

る
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。

A
昨
年
度
策
定
し
た「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
係

る
個
別
施
設
の
管
理
方
針
」

を
踏
ま
え
、
契
約
更
新
時
な

ど
に
お
い
て
、
施
設
の
耐
用

年
数
な
ど
を
考
慮
し
、
借
地

の
返
還
を
見
据
え
た
契
約
内

容
を
慎
重
に
検
討
す
る
な

ど
、
土
地
の
賃
借
関
係
に
つ

い
て
も
、
よ
り
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

猟友会と行政との協力体制はQ

借地料支払いの現状と今後の対応はQ

ジビエ支援などで猟友会をPRA

計画を踏まえ検討していくA

平
成
30
年

第
2
回
定
例
会

 一
般
質
問

7
人
の
議
員
が
登
壇
し
、市
政
を
問
う

Q
有
害
鳥
獣
の
殺
傷
後
の
後

始
末
に
、
美
山
地
域
の
焼
却

施
設
を
有
効
利
用
し
て
は
ど

う
か
。
後
始
末
の
サ
ポ
ー
ト

の
考
え
は
。

A
美
山
地
域
の
焼
却
施
設

は
、
地
元
と
締
結
し
た
協
定

書
に
て
、
動
物
の
死
骸
を
焼

却
対
象
物
と
し
て
い
な
い
。

取
り
扱
う
場
合
は
地
元
の
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
焼
却
施
設
は
、
炉

の
面
積
が
小
さ
く
、
動
物
を

処
理
し
た
場
合
、
燃
え
残
る

可
能
性
が
あ
り
、
設
備
へ
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
後
始
末
に
困
っ

て
い
る
の
は
承
知
し
て
い

る
。
地
元
の
意
見
を
聞
き
、

小
動
物
だ
け
で
も
焼
却
が
可

能
か
調
査
し
た
い
。

※
ジ
ビ
エ
と
は

ハ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
食
材
と
し

て
捕
獲
さ
れ
る
野
生
鳥
獣
や

そ
の
肉
の
こ
と
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Q
2
0
2
0
年
に
明
智
光
秀

公
が
主
人
公
と
な
る
大
河
ド

ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」の
放
送

決
定
が
発
表
さ
れ
た
。
市
内

に
は
光
秀
公
や
土
岐
氏
に
ま

つ
わ
る
地
が
あ
る
が
、
観
光

誘
客
や
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

A
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
を
契
機
に
、

昨
年
度
作
成
し
た
歴
史
観
光

ス
ト
ー
リ
ー「
今
と
き
が
動

き
出
す
」
を
活
用
し
、
土
岐

氏
と
明
智
光
秀
公
の
つ
な
が

り
、
こ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
史

跡
や
伝
承
に
関
心
が
持
た
れ

る
よ
う
、
関
係
課
と
連
携
し

市
民
に
周
知
す
る
。

　
観
光
誘
客
や
受
け
入
れ
態

勢
と
し
て
、
観
光
案
内
の
あ

り
方
、
目
的
地
へ
の
誘
導
方

法
、
団
体
客
や
外
国
人
観
光

客
の
受
け
入
れ
方
策
、
食
事

場
所
や
休
憩
施
設
の
充
実
、

ゴ
ミ
処
理
の
対
応
、
交
通
手

段
と
安
全
確
保
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
聞
き
研
究
・
検
討

し
て
い
く
。

Q
ふ
る
さ
と
教
育
や
キ
ャ
リ

ア
教
育
は
、
勉
強
す
る
目
的

を
持
つ
こ
と
や
将
来
の
定
住

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

現
在
の
実
施
状
況
は
。

A
地
域
と
学
校
が
協
働
し
、

学
校
コ
ラ
ボ
事
業
を
行
い
、

延
べ
約
4
0
0
0
人
の
地
域

人
材
と
と
も
に
教
育
活
動
な

ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
中

学
校
で
は
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ

（
職
業
講
話
）が
充
実
し
て

い
る
。

Q
今
後
の
取
り
組
み
は
。

A
地
元
企
業
の
活
動
が
調

べ
ら
れ
る
中
学
生
用「
お
し

ご
と
図
鑑（
仮
称
）」の
作
成
、

児
童
生
徒
や
地
域
に
と
っ
て

意
義
の
あ
る
見
直
し
・
改
善

を
学
校
と
地
域
・
各
種
団
体

と
図
る
。

　
大
桑
小
学
校
に
お
け
る
地

域
特
産
物
の
学
習
な
ど
、
地

域
お
こ
し
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
は
意
味
の
あ
る
教

育
活
動
と
と
ら
え
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も「
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
」

の
活
用
な
ど
に
働
き
か
け
て

い
く
。

Q
今
秋
、
県
は
県
民
の
健
康

づ
く
り
に
効
果
的
な
取
り
組

み
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
特
典

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
利

用
者
の
拡
大
と
健
康
意
識
の

向
上
に
つ
な
が
る「
清
流
の

国
ぎ
ふ
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
」を
推
進
す
る
。

　
本
市
の
健
康
寿
命
の
更
な

る
延
伸
の
た
め
、
県
と
連
携

す
る
考
え
は
。

A
本
市
は
運
動
と
健
康
診
断

を
す
る
こ
と
で
、
参
加
賞
と

抽
選
で
素
敵
な
賞
品
が
当
た

る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
+
10
事
業
」

を
5
月
1
日
か
ら
来
年
1
月

31
日
ま
で
実
施
し
て
い
る
。

　
県
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
た
場
合
、「
ア
ク

テ
ィ
ブ
+
10
事
業
」
も
ポ
イ

ン
ト
の
中
に
組
み
込
み
、
実

施
し
た
い
。
市
民
は
、
県
と

市
の
特
典
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
ア
ク
テ
ィ

ブ
+
10
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。

加藤 裕章 議員

加藤 義信 議員

Q
周
囲
に
援
助
や
配
慮
が
必

要
な
こ
と
を
知
ら
せ
、
周
囲

は
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を

心
掛
け
る
と
い
う
趣
旨
が
込

め
ら
れ
た
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の

周
知
方
法
は
。

A
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
、
公
共
施
設
で
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
の
ほ
か
チ
ラ
シ

を
配
布
し
周
知
を
図
っ
て

い
る
。

Q
具
体
的
な
支
援
内
容
が
記

載
で
き
、
災
害
時
や
日
常
生

活
で
困
っ
た
時
に
周
囲
に
提

示
し
支
援
・
配
慮
を
求
め
る

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
の
考

え
は
。

A
県
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
か
ら
、
身
に
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
周
囲
の
人
に
援

助
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
一
目
で
分
か
る
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
る
。

　
本
市
も
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
中
小
企
業
支
援
対
策
に
つ

い
て

歴史観光まちづくりにどう取り組むかQ

健康増進対策の取り組みはQ

ふるさと教育及びキャリア教育の取り組みはQ

ヘルプマーク・ヘルプカードの普及はQ

歴史にまつわる史跡や伝承の活用をA

アクティブ+10事業を実施A

魅力あるキャリア教育の充実をA

ヘルプマークの普及促進をA
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Q
各
分
野
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ

れ
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

A
元
気
玉
、
桑
の
木
豆
、
利

平
栗
、
連
柿
、
山
県
ボ
ー

ノ
ポ
ー
ク
、
美
濃
ヘ
ル
シ
ー

ポ
ー
ク
、
濃
厚
卵
黄
も
み
じ

た
ま
ご
が
あ
る
。

Q
そ
れ
ら
の
商
品
の
紹
介
な

ど
P
R
不
足
で
は
な
い
か
。

A
県
が
主
催
す
る
商
品
フ
ェ

ア
へ
の
出
展
を
支
援
す
る
。

J
A
、
商
工
会
、
観
光
協
会

と
連
携
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
促

進
の
取
り
組
み
支
援
に
努
め

る
。

Q
産
業
の
六
次
産
業
化
を
推

進
し
、
企
業
体
質
の
強
化
を

図
る
よ
う
努
め
て
は
。

A
各
分
野
の
生
産
者
の
収
入

を
増
や
す
手
段
と
し
て
、
生

産
品
を
加
工
し
、
付
加
価
値

を
付
け
て
販
売
を
す
る
六
次

産
業
化
は
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
六
次
産
業
化
に
取
り
組

も
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
生

産
者
に
は
、
関
係
機
関
の
紹

介
や
国
、
県
な
ど
の
補
助
制

度
を
活
用
し
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。

Q
新
設
さ
れ
た
子
育
て
支
援

課
と
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
は
。

A
子
育
て
支
援
課
は
、
子
育

て
に
関
す
る
手
続
き
や
乳
幼

児
な
ど
の
各
種
相
談
に
つ
い

て
一
体
的
な
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
や
連
絡
調
整
を
行
い
、

連
携
の
強
化
を
図
る
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
か
ら

子
育
て
期
に
い
た
る
ま
で
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

う
。
妊
産
婦
や
保
護
者
の

相
談
に
保
健
師
な
ど
の
専

門
家
が
対
応
し
、
必
要
な
支

援
の
調
整
や
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
を
図
り
、
育
児
不

安
の
解
消
や
虐
待
の
予
防
を

す
る
。

Q
両
立
不
安
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
関
係
課
と
連
携
し

て
い
く
考
え
は
。

A
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
に
つ
な
が
る
す
べ
て
の
部

署
と
連
携
し
、
両
立
不
安
に

対
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

Q
山
県
市
体
験
型
保
育
事
業

の
成
果
は
。

A
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、

創
造
力
が
養
わ
れ
る
と
と
も

に
心
豊
か
な
人
間
を
育
て
る

も
の
で
あ
り
、
本
市
の
子
育

て
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を
実

感
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

本
事
業
の
成
果
で
あ
る
。

Q
関
係
課
と
連
携
し
、
今
後

の
事
業
実
施
に
つ
な
げ
る
考

え
は
。

A
本
事
業
の
成
果
を
活
か

し
、
関
係
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
い
く
。

Q
市
立
保
育
園
で
の
保
育
の

現
状
は
、
市
と
し
て
誇
れ
る

保
育
の
質
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

A
地
域
と
の
関
わ
り
を
重
視

し
、
各
保
育
園
が
工
夫
を
凝

ら
し
た
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

保
育
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
に
つ
な

が
る
こ
と
が
本
市
と
し
て

誇
れ
る
保
育
の
質
で
あ
る
と

考
え
る
。

村瀬 誠三 議員

寺町 祥江 議員

Q
全
国
的
に
P
T
A
活
動
が

問
題
化
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
市
で
は
役
員
の
選
出
や

活
動
内
容
に
つ
い
て
問
題
は

起
き
て
い
な
い
か
。

A
市
P
T
A
連
合
会
と
し
て

は
大
き
な
問
題
は
な
く
、
活

動
に
支
障
は
な
い
。
働
く
保

護
者
が
多
く
な
り
時
間
の
確

保
が
困
難
な
面
も
あ
り
、
活

動
内
容
や
役
員
選
出
な
ど
、

現
状
の
把
握
や
整
理
が
必
要

で
あ
る
。

Q
家
庭
教
育
、
地
域
教
育
、

学
校
教
育
と
の
連
携
か
ら
、

P
T
A
の
果
た
す
役
割
や
今

後
の
課
題
は
。

A
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚

し
、
保
護
者
が
わ
が
子
の
育

ち
を
地
域
や
学
校
と
と
も
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

　
本
市
で
は
家
庭
が
持
つ
教

育
機
能
を
発
揮
し
、
P
T
A

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
少
子
化
に
よ
り
会
員
数
が

減
少
す
る
中
、
各
学
校
の

P
T
A
の
規
模
や
実
態
に
即

し
た
行
事
や
活
動
の
あ
り
方

を
整
理
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
育
て
支
援
課
の
行
政
的

役
割
に
つ
い
て

農業・畜産・林業の振興はQ

子育て支援課と子育て世代包括支援センターの役割Q

PTA活動のあり方Q

体験型保育事業の成果と今後の課題Q

関係機関と連携し支援A

子育てに関する窓口の一元化A

地域・家庭・学校が役割を自覚し、連携が肝要A

自然体験型保育の機運を高めるA
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Q
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に

基
づ
く
本
年
10
月
か
ら
の
実

証
実
験
の
概
要
は
。

A
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

後
の
地
域
公
共
交
通
の
よ
り

良
い
あ
り
方
を
検
討
す
る
た

め「
市
街
地
循
環
線
」「
岐
阜

大
学
病
院
線
」「
美
山
地
域

の
デ
マ
ン
ド
型
交
通
」の
3

系
統
に
つ
い
て
、
平
日
に

利
用
料
無
料
で
行
う
も
の
で

あ
る
。

Q
実
証
実
験
を
成
功
さ
せ
る

た
め
、
広
報
、
地
域
ご
と
の

説
明
会
、
協
議
の
場
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

A
普
段
バ
ス
を
利
用
し
な
い

人
に
も
協
力
い
た
だ
け
る
よ

う
、
自
治
会
長
・
民
生
委
員

を
は
じ
め
福
祉
懇
談
会
な
ど

の
機
会
を
生
か
し
、
多
様
な

人
と
協
議
し
、
市
広
報
・
同

報
無
線
な
ど
に
よ
り
周
知
し

て
い
く
。

Q
市
の
公
立
保
育
園
は
維
持

す
べ
き
だ
。
保
育
の
質
の
維

持
と
保
育
士
の
確
保
・
育
成

に
と
っ
て「
民
営
化
」は
な
ぜ

必
要
か
、
検
討
状
況
は
。

A
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
の
保
育
環

デマンド型などの実証実験の概要はQ

保育の民営化の検討状況はQ

小学校の大型遊具撤去後の整備計画はQ

IC開通後の公共交通を視野に検討A

保育の質の維持などに十分配慮をA

継続使用できるよう、順次 整備計画をA

境
の
更
な
る
充
実
や
保
育
事

業
の
安
全
か
つ
、
安
定
的
な

運
営
を
図
る
た
め
に
は
、
保

育
士
の
確
保
や
育
成
が
必
要

で
あ
る
。

　
保
育
園
の
民
営
化
は
、
こ

れ
ら
の
こ
と
に
十
分
配
慮
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

Q
5
校
で
危
険
な
点
検
D
判

定
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

遊
具
が
撤
去
さ
れ
た
。
今
後

C
判
定
の
更
新
や
修
繕
も
含

め
、
撤
去
後
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
各
校
ご
と
の
整
備

計
画
は
。

A
学
習
指
導
要
領
に
あ
る
学

習
内
容
や
発
展
的
な
学
習
な

ど
の
充
実
を
考
慮
し
、
継
続

使
用
が
で
き
る
よ
う
、
C
判

定
体
育
施
設
か
ら
順
次
修
繕

な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
く

計
画
で
あ
る
。

　
遊
び
を
通
し
た
人
間
関
係

づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
に
つ

い
て
、
教
育
活
動
の
仕
組
み

の
工
夫
と
各
種
団
体
や
各
種

事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
児

童
の
実
態
に
応
じ
、
意
図
的

に
進
め
て
い
く
こ
と
も
有
効

な
整
備
で
あ
る
と
考
え
る
。

体
力
優
秀
校
と
な
っ
た
い
わ

桜
小
学
校
の
成
果
な
ど
を
広

く
市
内
学
校
に
発
信
・
啓
発

し
て
い
く
。

福井 一德 議員

　
豊
岡
市
は
2
0
0
5

年
に
1
市
5
町
が
合
併

し
た
約
8
万
2
0
0
0

人
の
ま
ち
で
あ
る
。

人
口
減
少
の
時
代
に

　

観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

　
豊
岡
市
城
崎
町
の
城

崎
温
泉
は
大
正
14
年
に

北
但
馬
大
震
災
の
火
災

で
ほ
と
ん
ど
の
旅
館
街

が
全
焼
。

　
復
興
で
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
物
を
要

所
に
配
置
し
、
防
火
壁

を
整
備
し
、
当
時
と
し

て
は
最
先
端
の
防
災
対

策
を
し
、
伝
統
的
な
木

造
3
階
建
て
の
旅
館
街

を
復
活
さ
せ
た
。
町
の

住
民
は
約
3
5
0
0
人

だ
が
、
2
0
1
6
年
に

は
65
万
人
の
宿
泊
客
が

訪
れ
て
い
る
。

受
け
継
い
で
き
た
大
切
な
も
の
を
守
り
、

　
　
　
　
　

育
て
、
引
き
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り

豊
岡
の
観
光
戦
略

　
　
　
　
　 

兵
庫
県
豊
岡
市
長
　
中
貝 

宗
治
氏
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に
よ
る
地
域
発
展
、
そ

し
て
行
政
に
よ
る「
住
ん

で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」

の
観
光
立
国
推
進
基
本

法
の
精
神
に
基
づ
く
地

域
づ
く
り
で
あ
る
。 

　
山
県
市
で
も
観
光
の

あ
る
べ
き
姿
を
も
う
一

度
見
直
し
て
み
た
い
。
そ

し
て
、
本
来
の
地
域
振

興
の
姿
と
し
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
立
さ
せ
、
地

域
へ
お
金
を「
お
と
す
」

の
で
は
な
く
、
地
域
へ

お
金
を「
ま
わ
す
」
仕
組

み
づ
く
り
を
行
う
こ
と
こ

そ
が
、
今
必
要
で
あ
る
。

（
文
責
　
操
　
知
子
）

【
共
存
共
栄
の
町
】

　
町
全
体
で
宿
泊
客
を

も
て
な
し
、
豊
岡
市
の

外
国
人
宿
泊
客
数
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
課
題
は
城
崎
温
泉
の

閑
散
期
に
宿
泊
客
を
伸

ば
す
こ
と
で
あ
る
。
閑

散
期
の
宿
泊
客
増
加
は

通
年
雇
用
の
創
出
に
な

り
、
若
い
人
の
働
き
場

所
に
も
な
る
。

【
芸
術
文
化
を
創
造
し
発
信
】

　
閉
館
し
て
い
た
芝
居

小
屋
を
2
0
0
8
年
に

復
活
さ
せ
、
歌
舞
伎
の

公
演
を
始
め
た
。

　
築
30
年
以
上
の
古
い

ホ
ー
ル
を
劇
団
に「
無

料
で
貸
そ
う
」
と
思
い

つ
き
、
2
0
1
4
年
に

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー

ツ
、
演
劇
と
ダ
ン
ス
に

特
化
し
た
日
本
最
大
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
の
施
設
で

あ
る
。

　
3
ヶ
月
ま
で
は
施
設

を
無
料
で
貸
し
出
す
た

め
、
世
界
各
地
か
ら
滞

在
希
望
が
あ
り
、
著
名

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
滞

在
や
若
手
育
成
の
場
に

な
っ
て
い
る
。

【
環
境
問
題
】

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ま

ち
で
も
あ
る
豊
岡
市

は
、
湿
地
で
餌
を
と
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
た
め
、

休
耕
田
を
活
用
し
、
1

年
中
水
を
張
り
、
農
薬

を
極
力
な
く
し
絶
滅
し

た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
復
活

さ
せ
た
。

　
現
在
で
は
飼
育
で

1
0
0
羽
、
野
外
で

1
0
2
羽
が
生
息
し
、

多
く
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
が
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
、
無
農
薬
米「
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
お
米
」を
海

外
へ
販
売
し
て
い
る
。

　（
文
責
　
古
川
雅
一
）

「
観
光
資
源
と
は
至
る
と

こ
ろ
に
眠
っ
て
い
る
。

い
か
に
観
光
対
象
と
す

る
か
が
問
題
で
あ
る
」

と
、
東
氏
は
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
観
光
業
と

い
う
業
種
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　
観
光
と
は
、
宿
泊
、

旅
行
、
農
業
・
漁
業
、

交
通
、
小
売
・ 

飲
食
な

ど
、
多
様
な
業
種
が
観

光
需
要
に
関
わ
り
、
観

光
に
関
連
す
る
産
業
を

構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
市
民
が
主

役
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
の
理
念
と

は
な
に
か
。 「
住
民
の
満

足
」と「
観
光
客
の
満
足
」

で
あ
る
。
地
域
へ
の
誇

り
・
愛
着
と
、
地
域
の

独
自
性
を
守
ろ
う
と
す

る 

強
い
思
い
に
よ
る
、

政
策
で
は
な
く
、
市
民

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
、

持
続
可
能
な
資
源
利
用

市
民
が
主
役
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
京
菓
子
は
五
感
の
芸

術
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
菓

銘
を
聴
い
て
楽
し
む
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
菅
原
道
真

が
歌
っ
た「
東
風
吹
か

ば
匂
い
お
こ
せ
よ
梅
の

花 

あ
る
じ
無
し
と
て 
春

を
忘
る
な
」の「
東
風
」と

は
、
京
菓
子
に
お
け
る

「
梅
の
花
」で
使
わ
れ
る
。

他
に
は
、
寿こ

と
ほ

ぎ
と
し
て
、

松
竹
梅
や
鶴
亀
を
か
た

ど
っ
た
も
の
が
あ
り
、

京
菓
子
に
込
め
ら
れ
た

願
い
が
あ
る
。

　
さ
て
、
京
菓
子
と
は
、

な
ぜ
菓
子
の
前
に
地
名

が
付
く
の
だ
ろ
う
か
。

や
は
り
神
社
仏
閣
に
お

け
る
伝
統
行
事
や
皇
室

を
中
心
と
し
た
上
流
階

級
に
よ
り
2
0
0
年
間

使
わ
れ
た
こ
と
、
茶
道

発
祥
の
地
と
し
て
茶
菓

子
へ
使
わ
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
丹
波
大
納
言
小

豆
な
ど
の
最
高
級
の
原

材
料
の
宝
庫
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
他
に
は
な
い

理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
3
0
0

年
続
く
老
舗
女
将
は
、

他
府
県
か
ら
嫁
ぎ
、
先

代
の
女
将
や
職
人
か
ら
、

京
都
人
の
も
て
な
し
を

学
ん
だ
。「
朝
起
き
て
、

今
日
逢
う
人
の
顔
を
想

像
し
ま
す
。
京
都
で
は
、

二
度
来
た
お
客
さ
ん
は

お
得
意
さ
ん
」「
心
を
残

す
お
見
送
り（
姿
が
見

え
な
く
な
る
ま
で
見
送

る
）」と
、女
将
は
語
っ
た
。

（
文
責
　
操
　
知
子
）

京
都
人
の
お
も
て
な
し
を
学
ぶ

京
菓
子
老
舗
女
将
の
と
っ
て
お
き
の
お
話

　
　
笹
屋
伊
織
　
女
将
・
京
都
観
光
お
も
て
な
し
大
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
丸 

み
ゆ
き
氏

観
光
・
地
域
振
興
の
あ
り
方
を
考
え
る

　
　
　
立
教
大
学
観
光
学
部
・
観
光
研
究
所
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
徹
氏
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　梅雨空のもと、色とりどりの紫陽花が目に鮮やかに映えています。
　この号が届くころには決勝戦も終えていますが、今まさにサッカーワールド
カップ・ロシア大会の真最中であります。日本代表サムライブルーの活躍を大い
に期待したいものです。
　5月に議会報の編集委員が交代しました。限られたページの中で、皆様にわか
りやすく、出来る限り詳細な情報をお伝えするよう紙面づくりに励んでまいりま
すので、今後ともご愛読の程よろしくお願いいたします。　（文責　吉田　茂広）
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8月31日（金） 本会議（提案説明）
9月  7日（金） 本会議（質疑）
9月11日（火） 総務産業建設委員会
9月12日（水） 厚生文教委員会
9月14日（金） 本会議（一般質問）
9月18日（火） 本会議（一般質問）

9月20日（木） 本会議（委員長報告・
討論・採決）

平成30年第３回（９月）
議会定例会予定

※会議は、原則午前10時より開会します。
※傍聴の受付は、住所・氏名のご記入です。お気軽
　にお越しください。
※日程を変更することもありますので、事前に
　議会事務局（22-6840）までお問い合わせください。

テレビ放映の
お知らせ

平成30年第３回（９月）定例会　本会議の「提案説明」と
「一般質問」をチャンネル長良川で放送します。
放送日時・チャンネル	９月28日（金）12時～CCN12
	 ９月30日（日）17時～CCN12（サブチャンネル）

　上野欣也議員が市議会議員として市政の発展と振
興に貢献された功績により、全国市議会議長会及び
東海市議会議長会から表彰状が贈られ、6月定例会
本会議において伝達されました。

全国市議会議長会
東海市議会議長会 10年表彰

寺町祥江　　　加藤裕章
加藤義信　 ◎吉田茂広　 ○郷　明夫

編集後記

10日（木）	 第１回臨時議会
23日（水）	 中濃十市議会議長会議
27日（日）	 第16回市消防操法大会

29日（火）	 市青少年育成市民会議総会
30日（水）	 第94回全国市議会議長会定期総会
31日（木）	 議会運営委員会5月

		1日（金）	 全員協議会
	 議会報編集委員会
		7日（木）	 第２回定例会本会議　開会
11日（月）	 議会運営委員会
13日（水）	 本会議（質疑）
14日（木）	 総務産業建設委員会
15日（金）	 厚生文教委員会

16日（土）	 市少年の主張大会
17日（日）	 岐阜山県第一トンネル（仮称）着工式
18日（月）	 本会議（一般質問）
21日（木）	 議会運営委員会
	 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）
	 議員協議会
29日（金）	 バスターミナル整備特別委員会

6月

議会活動日誌
		1日（日）	 岐阜地域４市１町消防広域化運用開始式
		3日（火）	 議会報編集委員会
12日（木）	 市議会議員特別セミナー
13日（金）	【滋賀県大津市】

16日（月）	 議会報編集委員会
19日（木）	 第101回東海市議会議長会定期総会
27日（金）	 議会運営委員会
	 議員協議会

4月

【◎ 委員長　○ 副委員長】

▲市議会議員特別セミナー ▲中濃十市議会議長会議 ▲岐阜山県第一トンネル（仮称）着工式




